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名　称 概　　　　念 対象疾患
対象部位 画　　像

Virchow node

（ウイルヒョウ

結節）

wax and wane 

sign

腹部悪性腫瘍（特に胃癌）の鎖骨上窩へのリンパ節転移

のことをいう．

肝血管腫において，継時的に腫瘤性状が変化する現象．

（月の）満ち欠けの意味．

海綿静脈洞の血管構築の変化により，血流動態も変化し

超音波像が変化する．1.4～1.9cmのものに多いとされる．

（chameleon sign,disappearing signも参照）

胃癌

鎖骨上窩のリンパ節

肝血管腫

シェーマ

Cl

LN

番号

81

82

vascular 

blurring

脂肪肝において，脂肪沈着の程度が強くなり，脂肪滴に

よる音の散乱や反射によって肝内部の脈管が不明瞭化す

る現象．

（hepato-renal echo contrast も参照）

脂肪肝

LiLiLi

RHVRHV

80

umbilication 特に，転移性肝腫瘍の際にみられる所見で，肝辺縁に存

在する腫瘍が内部の変性や壊死により，ちょうど臍状に

陥凹しているように描出される．

転移性肝腫瘍

Li

79
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名　称 概　　　　念 対象疾患
対象部位 画　　像

wheels within 

wheels

全体的には低エコーであるが腫瘤の中心部に高エコー域

がみられる．高エコー域は壊死組織．低エコー域は単核

球，多核球の浸潤で，その辺縁は線維化に相当し，３層

構造がみられる．

肝膿瘍

シェーマ番号

83
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